
Ⅰ.医薬品について

No 医薬品名 一般名 メーカー名 薬  価 採用区分 代替削除

2  ジャディアンス錠10mg エンパグリフロジン
日本ベーリンガー
インゲルハイム

¥189.0 常時採用
アスペノンカ

プセル20

3 エンシュア・H（コーヒー味） 経腸成分栄養剤 アボットジャパン \9.2/10mL 常時採用

エンシュア・
リキッド

（コーヒー
味）

 2.供給停止に伴う切り替え採用医薬品について 2品目4規格（常時採用2品目4規格）

No 医薬品名 一般名 メーカー名 薬  価
申請者

（申請科）
採用区分

1 ツロブテロールテープ0.5mg「NP」 ツロブテロール ニプロ ¥12.5
本田

（薬剤部）
常時採用

2 ツロブテロールテープ1mg「NP」 ツロブテロール ニプロ ¥17.0
本田

（薬剤部）
常時採用

3 ツロブテロールテープ2mg「NP」 ツロブテロール ニプロ ¥25.9
本田

（薬剤部）
常時採用

4 ロスバスタチンOD錠2.5mg「DSEP」 ロスバスタチンカルシウム 第一三共エスファ ¥14.3
本田

（薬剤部）
常時採用

1. 新規採用検討医薬品 3品目3規格（常時採用2品目2規格、要時採用1品目1規格） 

薬  効

○2型糖尿病
○慢性心不全
ただし、慢性心不全の標準的な治療を受けている
患者に限る

気管支喘息、急性気管支炎、慢性気管
支炎、肺気腫

気管支喘息、急性気管支炎、慢性気管
支炎、肺気腫

薬  効

気管支喘息、急性気管支炎、慢性気管
支炎、肺気腫

1

高コレステロール血症、
家族性高コレステロール血症

○細胞外液欠乏時，Na欠乏時，Cl欠乏時
○注射剤の溶解希釈剤
○皮膚・創傷面・粘膜の洗浄・湿布，
含嗽・噴霧吸入剤として
○気管支粘膜洗浄・喀痰排出促進
○医療用器具の洗浄

生理食塩液PL「フソー」（2L）  生理食塩液 扶桑薬品 ¥416.0 要時採用 ー

○水分の摂取制限が必要な患者
○安静時エネルギー消費量が亢進してい
る患者
○経腸栄養剤の投与容量を減らしたい
患者
○経腸栄養剤の投与時間の短縮が望まし
い患者



No 医薬品名 一般名 採用区分

1 スタデルム軟膏5% イブプロフェンピコノール 常時採用

2 ナジフロキサシンローション1%「トーワ」 ナジフロキサシン 常時採用

3 サリンヘス輸液6% ヒドロキシエチルデンプン70000 常時採用

4 アスペノンカプセル20 アプリンジン塩酸塩 常時採用

5 ツロブテロールテープ0.5mg「ファイザー」 ツロブテロール 常時採用

6 ツロブテロールテープ1mg「ファイザー」 ツロブテロール 常時採用

7 ツロブテロールテープ2mg「ファイザー」 ツロブテロール 常時採用

8 ロスバスタチン錠2.5mg「科研」 ロスバスタチンカルシウム 常時採用

9 エンシュア・リキッド（コーヒー味） 経腸成分栄養剤 常時採用

No 医薬品名 一般名

1 オンダンセトロン注4mgシリンジ「マルイシ」 オンダンセトロン塩酸塩水和物

2  ゼビアックスローション2% オゼノキサシン

備 考

手術室限定から麻酔科限定へ変更

薬  効

○抗悪性腫瘍剤（シスプラチン等）投与に伴う消化器症状（悪心、嘔吐）
○術後の消化器症状（悪心、嘔吐）

要時採用から常時採用へ変更表在性皮膚感染症、ざ瘡（化膿性炎症を伴うもの）

各科領域における出血多量の場合
体外循環における血液希釈液

下記の状態で他の抗不整脈薬が使用できないか、又は無効の場合
頻脈性不整脈

気管支喘息、急性気管支炎、慢性気管支炎、肺気腫

気管支喘息、急性気管支炎、慢性気管支炎、肺気腫

気管支喘息、急性気管支炎、慢性気管支炎、肺気腫

高コレステロール血症、
家族性高コレステロール血症

一般に、手術後患者の栄養保持に用いることができるが、特に⾧期にわたり、経
口的食事摂取が困難な場合の経管栄養補給に使用する。

4. 採用医薬品の採用区分変更 2品目2規格

エンシュア・H（コーヒー味）
採用に伴う院内削除

販売中止に伴う削除

入院患者の使用頻度が少ないため、院内削除

ツロブテロールテープ0.5mg「NP」
採用に伴う院内削除

ツロブテロールテープ1mg「NP」
採用に伴う院内削除

ツロブテロールテープ2mg「NP」
採用に伴う院内削除

ロスバスタチンOD錠2.5mg「DSEP」
採用に伴う院内削除

ざ瘡（化膿性炎症を伴うもの）

薬  効

3. 削除検討医薬品 について 7品目9規格（常時採用7品目9規格）

急性湿疹、接触皮膚炎、アトピー皮膚炎、慢性湿疹、酒さ様皮膚炎・口囲皮膚
炎、帯状疱疹

入院患者の使用頻度が少ないため、院内削除

入院患者の使用頻度が少ないため、院内削除

理  由


